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本文の外側に書かれている単語からです。

daftaasb daftsb sand dafb daftsaum
ダフトアア国 ダフト国 国土の争い 貧しい指導者

daqaumaab 自立希望だけ

daumqttsb ダウムクツツ国
(本文の続き文字かもしれません)

daqaid daqdadaqb daqtsar daqdaumsb
自助 自立の小さな支配 統治のボス ダフダウム国

daumqdaum daftsdaum daqdaum
家が狭い家 貧しい家の集まり 自立家

dafttsb
ダフツツ国

本文の解読です。沢山の国名の繋がりが難しいところです。

fdaqdaum daumgaatsb nadaqttsb nadaqtsaum badaum nadafdaum dafsaum saum daumbatsb
良い自立家のダウムガアアト国・ナダクツツ国は統治のない指導者で、
軒並み豊かな希望が無かったが、豊かな指導者が次々とできダウムバツト国になった。

nadaqtsb umbatsb nadafdaum sdaum batsb batsb sb sar daftsb aatftsb umdaqazi
ナダクト国・ウムバツト国には豊かな家が無く、家を集めてバツト国とした。バツト国は
国のボスがダフト国・アアトフト国で色々と自立が可能だった。
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sair daumaatsb nadaftsb nadaftsb aaksb nadafaum nadafb nadaqaum nadaqtsb umda
光はダウムアアト国・ナダクト国にあり、ナダクト国・アアク国には豊かな希望がなかった。
争わず、自立希望がないナダクト国は色々小さかった。

nadaqaid batdaum nadaqttsb aatsb nadaqtb nadaqtsb nadaqdaum aatsb umaab
自助の無い多くの家のナダフツツ国・アアト国、無自立国のナダクト国、
無自立家のアアト国があった。アアト国などが全てであった。

kdaumbatsb umaatsb sdaumbatsb nadaqaum batqab batb fttdaum dafttsb nadaqtsb
後の家はバツト国、ウムアアト国で、集めた家のバツト国には自立希望が無かった。
多くの地震で変化し、良く集まった家はダフツツ国・ナダクト国だった。

nadaftb nadaqaum badaqb nadaqaum aatsb nadafaum batsb
豊かでない国は自立希望が無く、支配に従った。
自立希望の無いアアト国や豊かな希望の無いバツト国であった。

(つづく)


